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要     旨 

ア. 緒言・目的 

乳腺センチネルリンパ節 (Mammary sentinel lymph nodes: MSLN)は、乳癌が最初に転移する腋窩

リンパ節として臨床上重要視されている。MSLNに相当する Level I浅層リンパ節 (Ibリンパ節)の支配

動脈を同定するためには、発生上変化に富む腋窩動脈の走行様式を考慮する必要性があるが、未だ

MSLN支配動脈の基本形態は明らかにされていない。本研究の目的は、個体差の大きな腋窩動脈本幹の

走行様式に注意を払い、MSLN (Ibリンパ節)支配動脈の分布様式を解剖学的に明らかにすることである。

また、発生学的観点から、MSLNの最終支配動脈と腋窩動脈幹の走行変化との解剖学的関係についても

検討を試みた。 

イ. 研究材料および方法 

検索には解剖学実習に供された病変の認められない 41 体 49 腋窩を用いた。リンパ系解析にはすべ

て手術用拡大鏡を用いた。変化に富む腋窩動脈幹の走行様式については、1. 腕神経叢の内側・外側神経

束の間を浅層から深層へと貫通する「標準型」、2. 腕神経叢を貫通せずに浅層を走行する「浅上腕動脈 
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(Arteria brachialis superficialis: BS)型」、3．肩甲下動脈(Subscapular artery: SbsA)等の深層系血管

枝が外側胸動脈(Lateral thoracic artery: LTA)と共通幹を形成することで腕神経叢を貫通せず乗り越え

て深層へ走行する「浅肩甲下動脈(Superficial subscapular artery: SSbsA)型」に分類した。 

ウ. 結果 

腋窩動脈の走行様式は、標準型 25例(51.0％)、腕神経叢の浅層を走行する BS型 1例(2.0％)、SSbsA

型 21 例(42.9％)、そして、その他 2 例(4.1％)の 4 型に分類された。Ib リンパ節には、腋窩動脈の各走

行型に対応して外側胸動脈(LTA)、胸背動脈(Thoracodorsal artery: TdA)、下胸筋動脈(Inferior pectoral 

artery: IPA)、浅胸動脈(Superficial thoracic artery: STA)の 4動脈が規則的なペア関係をなして分布し

た。SSbsA 型の発達有無を基準にして MSLN 栄養動脈の支配率を比較すると、IPA は非 SSbsA 群(標

準型 SbsA群)の平均 49.0%に対し、SSbsA群では 15.7%（p＜0.0001）であった。一方、LTAは SbsA

群 22.0％に対し、SSbsA群では 52.7％（p＜0.0001）であった。IPAならびに LTA由来の Ibリンパ節

栄養枝と共役する動脈枝については、TdAは SbsA 群において、そして STAは SSbsA群においてそれ

ぞれ固有の共役関係に有意差が認められた。 

エ. 考察 

上肢の腋窩動脈系は、上肢芽内に発生過程に出現する原始的毛細血管網の選択的リモデリングにより

形成されるが、その源流には鰓弓動脈系からの第 7 節間動脈、そして LTAを介した肋間-上腕動脈路の

2 系統が参加すると考えられている。腋窩血管網のリモデリング様式に伴って腋窩動脈の最終形態には

大きな走行変化が生じるが、それは同時期、Ib リンパ節(MSLNs)の栄養動脈選択とも密接な関係が生

じることが推測されるため、本研究では、腋窩動脈の走行変化の起点に位置する IPAと LTAのMSLNs

への分布様式に着目した。発生過程において、IPA由来の栄養枝がMSLNsに選択された場合には、標

準型腋窩動脈の形成が誘導され、一方、LTA由来の栄養枝がそれに選択された場合には、発達した肋間

-上腕経路を介した SSbsA 型腋窩動脈が誘導されるという、それぞれの形成機序が示唆された。 

オ. 結語 

 発生過程において、リンパ節の支配動脈の最終選択が腋窩動脈幹の走行形態を決定する重要な発生学

的因子となり得る可能性が示唆された。 

 


